
 

 

 

メロディコール音声符号化 VoLTE 
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† 現ソリューションビジネス部 

＊1 メロディコールⓇ：携帯電話の呼出音を，好みの楽曲に変更でき
るドコモのサービス．ドコモの登録商標． 

＊2 RBT：着信者呼出中に発信者に対してネットワークを経由して
再生される呼出音（プルルル…）． 

＊3 コーデック：音声などのデータの符号化，復号化に関する技術．
＊4 AMR-NB：3GPP標準で規定されている従来の音声符号化方式．
＊5 AMR-WB：3GPP標準で規定されている広帯域音声符号化方式．
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1. まえがき 

ドコモでは2014年6月より国内初のVoLTE（Voice 
over LTE）を導入しユーザ同士の高音質通話を提
供している．高音質通話はユーザ同士がVoLTE端
末を利用している必要があるため，ユーザの高音質
通話機会を増やすこと，および，VoLTE端末利用
ユーザの拡大が必須である．そこで，ユーザの
VoLTE端末利用促進のために，ドコモサービスの1
つであるメロディコールⓇ＊1の高音質化の開発を行
い，2014年10月にサービス提供を開始した．本
サービスにより通話相手の利用端末に依らずVoLTE
端末ユーザに高音質を体験していただくことができ
る．メロディコールとは発信者に対して呼出音RBT
（Ring Back Tone）＊2の代わりに着信者が選択した
音楽や音声を再生できるサービスであり，ドコモで
は2003年9月よりサービス提供している． 
本稿ではメロディコールの高音質化に至った背景，
サービス概要，実現方式および開発時の工夫点につ
いて解説する． 

2. 開発の背景 

VoLTEの大きな特長の1つは，従来のコーデック＊3

（AMR-NB（Adaptive Multi-Rate NarrowBand））＊4 

[1]よりもさらに広帯域のコーデック（AMR-WB
（Adaptive Multi-Rate WideBand））＊5[2]を利用する
ことにより高音質な通話を提供できることである．

その特長を利用してメロディコールを高音質化する
ことには，2つの狙いがある．1点はVoLTEの訴求
に繋げること，もう1点は，メロディコールのサー
ビスとしての付加価値を向上し，今後のサービス発
展につなげることである． 
・VoLTE訴求 

VoLTEの特長である「高音質」通話は，発
信者，着信者双方がVoLTE端末を使用した場
合のみ利用可能となる．そのため，ユーザが
VoLTE端末を購入しても，ユーザの通話相手
にVoLTE端末が普及するまでは，高音質通話
を体験する機会が限られるという課題があった．
そこで，相手がVoLTE端末を利用していない
場合でも，高音質を体験できる機会を増やし，
メリットを認知してもらうための仕組みとして
メロディコールの高音質化を開発することを検
討した． 

・メロディコールの付加価値向上 
一方，メロディコール[3]は，フィーチャー

フォン時代から提供しており，現在でも多数の
ユーザにご利用いただいているサービスである．
VoLTEによる高音質化をメロディコールサー
ビスのさらなる発展の機会としてとらえ，音質
の改善（楽曲の高音質化）をするとともに，
VoLTEとあわせて訴求することで，既存ユー
ザのさらなるサービス利用促進，新規ユーザの
獲得を目指すことになった． 
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表1 高音質メロディコールの提供条件 

発信者 着信者 
  

呼出音 （参考）通話 
メロディコール 

契約 楽曲設定 

VoLTE端末 
利用者 

（LTE在圏） 

VoLTE端末 
利用者 

（LTE在圏） 

あり 

高音質対応 
楽曲 

高音質 
メロディコール 

高音質通話 既存楽曲 従来音質 
メロディコール 

なし ー RBT（プルル‥） 

VoLTE端末 
利用者 

（3G在圏） 
または 
非VoLTE 
端末利用者 

（3G/LTE在圏） 

あり 

高音質対応 
楽曲 

高音質 
メロディコール 

従来音質通話 既存楽曲 従来音質 
メロディコール 

なし ー RBT（プルル‥） 

LTEエリア LTE／3Gエリア

発信者 着信者

・高音質コーデック対応
端末（VoLTE端末）を利
用していること

・LTEエリアに在圏し
ていること

・メロディコール契約
を行っていること

・高音質対応楽曲が設
定されていること

♪

♫
～

ドコモNW

 
図1 高音質メロディコールの提供イメージ 

3. サービス概要 

高音質化されたメロディコールは，以下のように
提供される． 
・利用端末と利用エリア 

高音質メロディコールをユーザに提供するた
めの端末条件とエリア条件として，発信者が
VoLTE端末を利用し，かつLTEエリアに在圏し
ていること，着信者にメロディコールの契約が
あり，設定している楽曲が高音質化されている
ことが必要となる（表1，図1）． 

・利用料金 
高音質化による料金体系に変更はない．既存
ユーザは従来と同じ月額料金で高音質メロディ

コールを利用できる． 
・楽曲設定 

今後コンテンツ提供事業者（以下，CP：Con-
tents Provider＊6）からメロディコール用に提
供される楽曲は基本的に高音質音源になるとと
もに，現在ユーザが設定中の楽曲も順次自動的
に高音質音源で提供される予定である． 

・試聴 
現状提供しているメロディコールの試聴につ

いても高音質化を行う．VoLTE端末利用者は
CPサイトやメロディコール設定サイトから高
音質楽曲の試聴が可能となる． 

＊6 CP：メロディコールの音源を提供する楽曲提供事業者．
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SIP_INVITE

SIP_180 Ringing

RTPパケット（音声データ）

着CSN

着ASN発ASN

※VoLTE端末

LTE 3G/LTE

AMR-WB（高音質コーデック）

MPN

発信者 着信者

MGN

Storage

高音質
音源

発VGN

①SIP_INVITE
（ SDP情報：AMR-WB ）

②呼び出し応答完了
（SIP_180 Ringing）

④発信端末のSDP情報分析

⑥高音質コーデックへの変換＆メロディ送出 ⑤音源取得

発CSN

コアNW

着SIN/VGN

RTP：Real-time Transfer Protocol
CSN：Call Session control Node

③メロディコール
契約判定

③メロディコール送出要求
SIP_INVITE

（SDP情報：AMR-WB）

 
図2 NWアーキテクチャおよび処理の流れ 

・体験ダイヤル 
LTEエリアに在圏しているVoLTE端末利用者
は，VoLTE体感専用ダイヤル「157005」をダ
イヤルすることで高音質メロディコール，
「157001」をダイヤルすることで高音質通話
のデモを体験することができる（2015年1月
現在）． 

4. 実現方式 

4.1 基本呼処理方式 
（高音質コーデック選択ロジック） 
メロディコールの高音質化におけるNWアーキテ
クチャおよび処理の流れを以下に示す（図2）． 
①発信端末からの発信要求（SIP_INVITE）を受
信したネットワークは着信者へ発信要求
（SIP_INVITE）を転送する． 
②発信要求を受信した着信端末は着信者の呼び出
しを行い，呼び出し完了応答（SIP_180 Ring-
ing）をネットワークに送信する． 

③呼び出し完了応答（SIP_180 Ringing）を受信
した着ASN（Application Service Node）は，
着信者の契約情報からメロディコール契約者で
あることを判定のうえ，メロディコールAS

（Application Server）＊7であるMPN（Media Pro-
cessing Node）＊8に対して，メロディコール送出
要求（SIP_INVITE） を送信する． 

④メロディコール送出要求（SIP_INVITE）を受
信したMPNは，信号に含まれるSDP＊9情報[5]
から発信端末が高音質での通信を要求している
ことを判定する． 

⑤MPNは着信者が設定している音源をストレー
ジから取得する． 

⑥MPNは取得した音源を高音質コーデック
（AMR-WB）で符号化し，発信端末に送出する
ことで，発信端末で高音質メロディコールが再
生される．ストレージへの音源取得と高音質
コーデックへの変換は着信の度に実行される．
また，仮に発信端末がAMR-WB非サポートで
あった場合には，発信端末に合わせたコーデッ
ク変換を実施する． 

＊7 AS：サービスを提供するアプリケーションを実行するサーバ．
＊8 MPN：メディア処理ノード．ドコモのコアネットワークノード

の1つ．音声留守電やメロディコールといった音声メディアサー
ビス，TV電話留守電のような映像メディアサービス，SMSなど
のさまざまなメディアサービスを現状提供している． 

＊9 SDP：IMSにおけるセッションを開始するために，IPアドレス
などの必要な情報を記述するためのプロトコル．呼制御プロト
コルであるSIPのセッション情報の記述にも使われている． 
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MPN

LTE

AMR-WB（高音質コーデック）

AMR-NB
（従来の音質コーデック）

①SIP_UPDATE
（SRVCC）

移動

ASN

CSN

SIP_UPDATE

SIP_ReINVITE

②SIP_ReINVITE

SIN

VGN

MGN
トランス
コーダ

コアNW

3Gエリア

③AMR-NBに変換

 
図3 メロディコール送出中のSRVCC処理概要 

なお，本処理方式は従来から提供しているメロ
ディコール処理方式と基本的には同様である[3]．
既存処理からの主な変更点は④発信者の信号の
SDP情報を判定する点と⑥高音質コーデックでメ
ロディコールを送出する点である． 

4.2 LTE→3Gハンドオーバ時動作 
VoLTE音声通話中に3Gエリアへ移動した場合，
SRVCC（Single Radio Voice Call Continuity）とい
う技術を用いて呼を継続させる．ドコモではVoLTE
導入時からSRVCCの提供を行っており[8]，呼出音
もしくはメロディコール聴取中に発信者が3Gエリ
アに移動した場合でも，継続して音源を聴取するこ
とが可能である．ただし，SRVCCによる3Gへのハ
ンドオーバに伴い，聴取する楽曲も高音質メロディ
コールではなく従来の音質であるAMR-NBへのコー
デック変換を行う必要がある． 
メロディコール送出中のSRVCC処理を以下に示
す（図3）． 
①SRVCC実行時，VGN（VoLTE Gateway Node） 
はCSN（Call Session control Node）に対し
てLTE→3G切替通知（SIP_UPDATE）を送信
する．CSNはASNにSIP_UPDATEを転送する． 

②SIP_UPDATEを受信したASNは，MGN（Media 
Gateway Node）向けにLTE→3G切替通知
（SIP_ReINVITE）を送信する． 

③SIP_ReINVITEを受信したMGNはReINVITEを
分析し，MPNから受信するAMR-WBをAMR-
NBに変換し，送信する． 

4.3 次世代の音声コーデックを見据えた高音質
音源の採用 

現状ストレージに格納している音源はAMR-WBよ
りも低い音質で圧縮されており，発信者がメロディ
コールを高音質で聴くためには，音源を少なくとも
AMR-WBと同等以上に更新する必要がある．音源
の更新に関しては3章でも述べたとおり，今後CP
から順次高音質音源が提供される予定である（図4）． 
現在，次世代の音声コーデックとしてEVS（En-

hanced Voice Services）＊10 [6] [7]が注目されてい
るが，そういった音声コーデックのさらなる高度化
を見据えて，今回の高音質音源は，ビットレートお
よび音域という観点でEVSにも対応できる高音質
音源を採用している．これにより，今回採用する高
音質音源を更新することなくメロディコールの次世
代コーデック対応が可能となる（表2）． 

5. あとがき 

本稿ではVoLTE導入に伴うメロディコールの高
音質化についての開発背景，サービス概要および実

＊10 EVS：3GPP標準で規定されている次世代の音声符号化方式．
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CP

MPN

SIP_INVITE

AMR-WB
発
信
者

AMR-WB

Storage

高音質
音源

アップ
ロード

着信のたびに実施 音源登録/更新

音
源
取
得CODEC

変換

発信端末の
SDP分析

従来はCPからアップロードする音源
が高音質非対応だったため，AMR-
WB対応のためストレージ内の音源
の更新が必要となる．

 
図4 音源登録の概要 

表2 コーデック性能に適した音源品質 

音声コーデック 
従来のメロ
ディコール
音源 

高音質メロ
ディコール
の音源 

AMR-NB 
（帯域：300 Hz～3.4 kHz／ 

ビットレート：4.75～12.2 kbps） 
○ 

○
（音質は従来と

同等） 

AMR-WB 
（帯域：50 Hz～7 kHz／ 

ビットレート：6.6～23.85 kbps） 

ー ○ 

EVS 
（帯域：20 Hz～16 kHz／ 

ビットレート：5.9～128 kbps） 
ー ○ 

現方式を解説した．今後もドコモサービスのさらな
る利便性向上への取組みを進めていく． 
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